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本資料について

超スマート社会を構成するビッグデータ、IoT(Internet of Things)、
AI(Artificial Intelligence)などのIT(Information Technology)は進歩

が急であり、ブラックボックス的で捉えにくいソフトウェアで構成さ

れているため、社会からは可視化できず不安に思われている部

分もある。このため、これらの技術及びこれらにより実現するシス

テムに対する社会の受容性に対する意識を、無作為に性別・年

齢別に層別化して抽出する一般市民に対して過去4回の調査を

行った。

進歩の速い当該分野の変化を見るため、2015年～2018年の調

査結果を俯瞰した報告である。
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アンケートの概要(1)

一般モニター500名

第2回調査

2016年12月3日～9日

1) 江間 他11名、育児・運転・防災活動，どこまで機械に任せるか：多様なステイクホルダーへのアンケート調査. 情報管理, Vol. 59, No. 5, pp. 322-330, 2016
2) Arisa EMA et al. Future Relations between Humans and Artificial Intelligence – A Stakeholder Opinion Survey in Japan -. IEEE Technology and Society Magazine, 

Vol. 35, No. 4, pp. 68-75, 2016. 

「人工知能技術の「責任ある研究とイノベーション（Responsible Research and Innovation: 
RRI）」のためには多様なステークホルダー間による対話・協働が不可欠である。

・・・そのためには一般市民を含む多様なステークホルダー間での意見の把握，共有
が必要である」

アンケート

第1回調査

2015年12月1日～7日

専門家822名（第１次）
一般 500名（第２次）

AIR

RISTEX

結果の分析
（ステークホルダー間分析）

今回報告（経年変化）

http://sig-air.org/

第3回調査

2017年12月16日～20日
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アンケート アンケート アンケート

第4回調査

2018年12月14日～17日

一般モニター500名 一般モニター500名 一般モニター500名
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アンケートの概要(2)

一般モニター500名
年齢 10歳毎セグメント化
性別 男女各250名
学歴 ６段階
職業、居住地の設問

アンケート内容

同一設問
第1回調査
2015年12月1日～7日
第2回調査
2016年12月3日～ 9日
第3回調査
2017年12月16日～ 20日
第4回調査
2018年12月14日～ 17日
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AIの理解度

A3 人工知能（ＡＩ）やロボットをはじめとする「知的な機械・システム」について、ご自身
の理解はどの程度であると思いますか。（ＳＡ）

5

「かなり理解している」の割合は増加となっている。「理解している」
の合計は4割程度で2017年と同程度となっている。
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研究開発にあたり、倫理的・法的・社会的影響に
ついて考えるべき段階

E5 人工知能（ＡＩ）やロボットをはじめとする「知的な機械・システム」の研究開発に

あたって、どの段階からその倫理的・法的・社会的な影響について社会として考え
ていくのがよいと思いますか。（ＳＡ）
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「わからない」が4年間一貫して増加し、「社会へ導入する際の実証
的な研究開発段階」が一貫して減少している。
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社会へ導入する際の実証的な研究開発段階 製品化・サービス化されたあとの社会での実用・実装段階
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AI開発ガイドライン

① 透明性の原則
ＡＩネットワークシステムの動作の説明可能性及び検証可
能性を確保すること 。

② 利用者支援の原則
ＡＩネットワークシステムが利用者を支援するとともに、利
用者に選択の機会を適切に提供するよう配慮すること 。

③ 制御可能性の原則
人間によるＡＩネットワークシステムの制御可能性を確保
すること 。

④ セキュリティ確保の原則
ＡＩネットワークシステムの頑健性及び信頼性を確保する
こと 。

⑤ 安全保護の原則
ＡＩネットワークシステムが利用者及び第三者の生命・身
体の安全に危害を及ぼさないように配慮すること 。

⑥ プライバシー保護の原則
ＡＩネットワークシステムが利用者及び第三者のプライバ
シーを侵害しないように配慮すること 。

⑦ 倫理の原則
ネットワーク化されるＡＩの研究開発において、人間の尊
厳と個人の自律を尊重すること。

⑧ アカウンタビリティの原則
ネットワーク化されるＡＩの研究開発者が利用者等関係ス
テークホルダーへのアカウンタビリティを果たすこと。

出典 総務省HP
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AI開発ガイドラインと設問の関係
ＡＩネットワークシステムの
動作の説明可能性及び検
証可能性を確保すること 。 D1_4

情報技術の進歩が速すぎて、人間はつい
ていけなくなる

ＡＩネットワークシステムが
利用者を支援するととも
に、利用者に選択の機会を
適切に提供するよう配慮す
ること 。 B1 D1_6 E9_1 E9_2 E9_3

人間が最終的な判断や対応を機械の支
援のもとに行うのか、あるいは完全に機械
に判断や対応を任せてしまうのか

社会的影響力の大きい情報技術の評価
には、市民も参加するべきだ

提示される情報が、主に担当者など人間
の判断によるものなのか、人工知能（ＡＩ）
やロボットなどの「知的な機械・システム」
によるものなのか知りたいですか。／一般
的な商品のおすすめ

提示される情報が、主に担当者など人間
の判断によるものなのか、人工知能（ＡＩ）
やロボットなどの「知的な機械・システム」
によるものなのか知りたいですか。／病気
の予防や治療など健康にかかわる場合

提示される情報が、主に担当者など人間
の判断によるものなのか、人工知能（ＡＩ）
やロボットなどの「知的な機械・システム」
によるものなのか知りたいですか。／貯蓄
や不動産取得など資産形成にかかわる
場合

人間によるＡＩネットワーク
システムの制御可能性を
確保すること 。 D1_3 E8_1 E8_2

情報技術の利用には予想もできない危険
がひそんでいる

不安に感じる点は何ですか？／技術によ
る悪影響が発生すると世界規模になる

不安に感じる点は何ですか？／開発者も
制御困難となる

ＡＩネットワークシステムの
頑健性及び信頼性を確保
すること 。 B2 D1-7

そのように選んだ理由:より信頼できるから 情報技術については、人々は自己責任を
持って利用・使用するべきだ

ＡＩネットワークシステムが
利用者及び第三者の生
命・身体の安全に危害を及
ぼさないように配慮するこ
と 。 D1_5 E8_3 E8_4 E8_5 E11

情報技術の利便性を享受するためにはあ
る程度のリスクを受容しなければならない

不安に感じる点は何ですか？／特定の利
用者のみが悪影響を受けるなど不平等な
ものとなる

不安に感じる点は何ですか？／すぐには
本人にも感知できず、後から影響が表れ
る

不安に感じる点は何ですか？／影響の推
移が科学的に予測できない

短時間の間に安全確保の判断が必要な
場面において、あなたは人間の判断と「知
的な機械・システム」の判断のどちらが優
先されるべきと思いますか。

ＡＩネットワークシステムが
利用者及び第三者のプライ
バシーを侵害しないように
配慮すること 。 B2

そのように選んだ理由:プライバシー情報
の管理が心配だから

ネットワーク化されるＡＩの
研究開発において、人間
の尊厳と個人の自律を尊
重すること。 D1_8 E1_2 E2_2 E3_2 E5

研究者や技術者は情報技術の悪用を防
ぐような開発をする能力がある

研究者について、どのような印象をお持ち
かお答えください。／研究者の倫理観

研究開発に取り組む企業について、どの
ような印象をお持ちかお答えください。／
企業の倫理観

研究開発された技術を導入する企業につ
いて、どのような印象をお持ちかお答えく
ださい。／企業の倫理観

どの段階からその倫理的・法的・社会的
な影響について社会として考えていくのが
よいと思いますか。

ネットワーク化されるＡＩの
研究開発者が利用者等関
係ステークホルダーへのア
カウンタビリティを果たすこ
と。 D1_1 D1_2 D1_9 D1_10 E1_3

情報技術の研究者・開発者は社会的影
響や環境影響を考えずに研究を進めがち
である

情報技術の研究開発の方向性は、内容を
よく知っている専門家が決めるのが良い

国は情報技術の悪用を防ぎ、管理する能
力がある

企業は情報技術の悪用を防ぎ、管理する
能力がある

研究者について、どのような印象をお持ち
かお答えください。／研究の進め方

E1_4 E2_3 E2_4 E2_5 E3_3
研究者について、どのような印象をお持ち
かお答えください。／研究者の社会への
情報発信

研究開発に取り組む企業について、どの
ような印象をお持ちかお答えください。／
研究の進め方

研究開発に取り組む企業について、どの
ような印象をお持ちかお答えください。／
企業の社会への情報発信

研究開発に取り組む企業について、どの
ような印象をお持ちかお答えください。／
企業の利用者（消費者）への情報発信

研究開発された技術を導入する企業につ
いて、どのような印象をお持ちかお答えく
ださい。／企業の社会への情報発信

E3_4 E4_2 E4_3 E4_4
研究開発された技術を導入する企業につ
いて、どのような印象をお持ちかお答えく
ださい。／企業の利用者（消費者）への情
報発信

研究開発を推進する国について、どのよう
な印象をお持ちかお答えください。／国へ
の信頼

研究開発を推進する国について、どのよう
な印象をお持ちかお答えください。／国の
政策の進め方

研究開発を推進する国について、どのよう
な印象をお持ちかお答えください。／国の
社会への情報発信

① 透明性の原則

② 利用者支援の
原則

③ 制御可能性の
原則

④ セキュリティ確
保の原則

⑤ 安全保護の原
則

⑥ プライバシー保
護の原則

⑦ 倫理の原則

⑧ アカウンタビリ
ティの原則
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③制御可能性の原則
E8_2 開発者も制御困難となる

9

「そう思う」「ややそう思う」の合計が2017年より減少しており、
2018年は4年間で最も低くなっている。
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⑤安全保護の原則（１）
D1_3 情報技術の利用には予想もできない危険がひそんでいる

10

「そう思う」「ややそう思う」の合計が4年間一貫して減少している。
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⑤安全保護の原則（２）
D1_5 情報技術の利便性を享受するためにはある程度のリスクを受容しなければならない
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2017年と比べて、「そう思う」の割合が減少し、「そう思う」「ややそう
思う」の合計も4年間で最も低くなっている。
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⑦倫理の原則（１）
D1_8 研究者や技術者は情報技術の悪用を防ぐような開発をする能力がある

12

2017年までは「そう思う」「ややそう思う」の合計が減少していたが、
2018年は横ばいとなっている。
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⑦倫理の原則（２）
E1_2 人工知能（ＡＩ）やロボットをはじめとする「知的な機械・システム」に取り組む研
究者について、どのような印象をお持ちかお答えください。／研究者の倫理観（SA）
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2018年は「やや低い」「非常に低い」の合計が減少しており、
4年間で最も低くなっている。
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⑦倫理の原則（３）
E2_2 人工知能（ＡＩ）やロボットをはじめとする「知的な機械・システム」の研究開発に取
り組む企業について、どのような印象をお持ちかお答えください。／企業の倫理観（SA）
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4年間一貫して「やや低い」「非常に低い」の合計は減少している。
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⑧アカウンタビリティの原則（１）
D1_1 情報技術の研究者・開発者は社会的影響や環境影響を考えずに研究を進めが
ちである

15

「そう思わない」 「あまりそう思わない」の合計が4年間一貫して
増加している。
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⑧アカウンタビリティの原則（２）
D1_2 情報技術の研究開発の方向性は、内容をよく知っている専門家が決めるのが
良い

16

「そう思わない」 「あまりそう思わない」の合計が4年間一貫して
減少している。一方「どちらともいえない」の割合が2018年は増加しており、
「そう思う」「ややそう思う」の合計は2017年より減少している。
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⑧アカウンタビリティの原則（３）
D1_9 国は情報技術の悪用を防ぎ、管理する能力がある

17

2017年は「そう思う」の割合が増加していたが、
2018年は2016年と2015年と同程度の割合に戻っている。

8.6

7.6

7.6

12.0

7.0

17.4

17.6

18.6

14.2

19.2

44.5

43.0

45.4

42.4

47.0

19.8

20.2

20.0

21.4

17.6

9.8

11.6

8.4

10.0

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

２０１５年

２０１６年

２０１７年

２０１８年

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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⑧アカウンタビリティの原則（４）
D1_10 企業は情報技術の悪用を防ぎ、管理する能力がある

18

「そう思う」「ややそう思う」の合計が2017年までは減少していたが、
2018年はやや増加している。

7.6

7.8

7.8

9.4

5.4

20.0

21.0

20.2

16.6

22.2

45.2

42.8

47.0

46.6

44.2

19.3

20.6

16.4

19.6

20.6

8.0

7.8

8.6

7.8

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

２０１５年

２０１６年

２０１７年

２０１８年

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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国が得る利益
E4_1 人工知能（ＡＩ）やロボットをはじめとする「知的な機械・システム」の研究開発を推
進する国について、どのような印象をお持ちかお答えください。／国が得る利益（SA）

19

2017年まで「やや小さい」「非常に小さい」の合計は
増加していたが、2018年は減少し、4年間で最も低くなっている。

22.0

24.4

17.8

25.6

20.2

34.5

35.6

36.2

32.0

34.2

36.8

33.0

38.8

34.8

40.4

5.2

5.0

6.2

6.0

3.4

1.6

2.0

1.0

1.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

２０１５年

２０１６年

２０１７年

２０１８年

非常に大きい やや大きい 相応 やや小さい 非常に小さい
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育児経験×AIに任せるか

F1-1 育児の経験がある（ＳＡ）

20

30.0 

31.4 

25.3 

22.8 

27.1 

41.1 

40.0 

42.4 

40.3 

36.4 

10.6 

11.8 

10.9 

10.7 

11.5 

2.5 

2.9 

2.3 

4.1 

3.0 

15.7 

13.9 

19.1 

22.1 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×いいえ（n=280）

２０１６年×いいえ（n=257）

２０１７年×いいえ（n=290）

２０１８年×いいえ（n=269）

育
児

経
験

30.0 

41.8 

37.0 

28.6 

28.6 

41.1 

41.4 

40.3 

43.3 

46.3 

10.6 

7.3 

9.1 

11.4 

12.1 

2.5 

1.8 

0.8 

1.9 

2.6 

15.7 

7.7 

12.8 

14.8 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×はい（n=220）

２０１６年×はい（n=243）

２０１７年×はい（n=210）

２０１８年×はい（n=231）

育
児

経
験

人間だけで行う
人間が主体で、「知的な機械・システム」を活用する
「知的な機械・システム」に任せるが、人間が機械を監視・管理する
ほとんど「知的な機械・システム」に任せる
わからない

育児
経験なし

育児
経験

2017年までは育児経験の有無いずれの層も「人間だけで行う」が
減少していたが、2018年は経験者は横ばい、
未経験者はやや増加している
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介護経験×AIに任せるか

F1-2 介護の経験がある（ＳＡ）

21

10.9 

12.6 

12.8 

11.1 

9.3 

45.0 

49.6 

45.7 

45.5 

49.5 

23.7 

26.9 

30.9 

29.3 

28.9 

5.4 

6.7 

5.3 

4.0 

7.2 

15.0 

4.2 

5.3 

10.1 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×はい（n=119）

２０１６年×はい（n=94）

２０１７年×はい（n=99）

２０１８年×はい（n=97）

介
護

経
験

人間だけで行う
人間が主体で、「知的な機械・システム」を活用する
「知的な機械・システム」に任せるが、人間が機械を監視・管理する
ほとんど「知的な機械・システム」に任せる
わからない

10.9 

11.8 

11.1 

10.7 

9.2 

45.0 

47.5 

43.8 

40.1 

45.9 

23.7 

23.1 

22.2 

22.2 

22.1 

5.4 

5.5 

4.9 

5.2 

5.7 

15.0 

12.1 

18.0 

21.7 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×いいえ（n=381）

２０１６年×いいえ（n=406）

２０１７年×いいえ（n=401）

２０１８年×いいえ（n=403）

介
護

経
験

介護経験の有無いずれの層も、「人間が主体で、知的な機械・シス
テムを活用する」がこの1年間で増加している。

介護
経験なし

介護
経験
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車必須と自動運転

F1-3 自分の生活に車は必須である（ＳＡ）

22

6.5 

7.3 

10.0 

5.8 

6.5 

35.1 

42.4 

36.3 

33.1 

41.5 

30.7 

33.6 

31.9 

31.0 

30.4 

13.0 

8.8 

11.5 

19.0 

12.7 

14.7 

8.0 

10.4 

11.2 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×はい（n=262）

２０１６年×はい（n=270）

２０１７年×はい（n=242）

２０１８年×はい（n=260）

車
必

須

人間だけで行う
人間が主体で、「知的な機械・システム」を活用する
「知的な機械・システム」に任せるが、人間が機械を監視・管理する
ほとんど「知的な機械・システム」に任せる
わからない

6.5 

5.9 

6.5 

4.7 

5.0 

35.1 

36.1 

30.9 

24.4 

35.4 

30.7 

30.3 

29.1 

32.2 

26.7 

13.0 

12.6 

13.9 

14.3 

11.3 

14.7 

15.1 

19.6 

24.4 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×いいえ（n=238）

２０１６年×いいえ（n=230）

２０１７年×いいえ（n=258）

２０１８年×いいえ（n=240）

車
必

須

2017年は車必須の有無いずれの層も「人間主体（人間だけ、人間
主体で活用）」 が減少したが、2018年は増加している。
車必須でないほうは「わからない」の割合も高い。

車
必須

でない

車
必須
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健康への関心度×AIに任せるか

F1-4 自分の健康管理に気を配っている（ＳＡ）

23

22.0 

24.9 

30.8 

21.3 

18.4 

39.3 

47.0 

37.5 

42.6 

43.5 

16.7 

16.0 

14.5 

18.7 

22.7 

5.7 

5.2 

5.4 

5.6 

5.7 

16.3 

6.9 

11.8 

11.8 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×はい（n=349）

２０１６年×はい（n=331）

２０１７年×はい（n=305）

２０１８年×はい（n=331）

健
康

管
理

人間だけで行う
人間が主体で、「知的な機械・システム」を活用する
「知的な機械・システム」に任せるが、人間が機械を監視・管理する
ほとんど「知的な機械・システム」に任せる
わからない

22.0 

23.8 

23.7 

14.4 

13.0 

39.3 

31.8 

34.9 

29.7 

34.9 

16.7 

15.9 

13.0 

13.8 

14.2 

5.7 

4.6 

3.6 

8.7 

7.7 

16.3 

23.8 

24.9 

33.3 

30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×いいえ（n=151）

２０１６年×いいえ（n=169）

２０１７年×いいえ（n=195）

２０１８年×いいえ（n=169）

健
康

管
理

自分の健康に気を配る層のほうで、「人間主体（人間だけ、人間主
体で活用）」が減少している。気を配らない層も「人間だけで行う」
は減少している。

気を
配らない

気を
配る
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創作活動経験×AIに任せるか

F1-5 プロ・セミプロとして音楽・絵画・小説・ゲーム制作などの創作活用の経験がある（SA）

24

24.2 

10.3 

30.0 

23.1 

25.0 

34.9 

55.2 

37.5 

48.7 

43.8 

15.9 

20.7 

15.0 

12.8 

21.9 

7.3 

10.3 

10.0 

10.3 

6.3 

17.6 

3.4 

7.5 

5.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×はい（n=29）

２０１６年×はい（n=40）

２０１７年×はい（n=39）

２０１８年×はい（n=32）

創
作

活
動

人間だけで行う
人間が主体で、「知的な機械・システム」を活用する
「知的な機械・システム」に任せるが、人間が機械を監視・管理する
ほとんど「知的な機械・システム」に任せる
わからない

24.2 

29.9 

28.7 

17.6 

20.9 

34.9 

36.9 

32.4 

34.3 

32.9 

15.9 

13.4 

13.9 

16.5 

19.4 

7.3 

7.4 

5.2 

8.7 

7.3 

17.6 

12.3 

19.8 

23.0 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2000）

２０１５年×いいえ（n=471）

２０１６年×いいえ（n=460）

２０１７年×いいえ（n=461）

２０１８年×いいえ（n=468）

創
作

活
動

創作活動経験の有無いずれの層でも、この1年間で「知的な機械・
システムに任せるが人間が監視」が増加している。

全般的に上下変動が多く、傾向が見えづらい。

創作活動
経験なし

創作活動
経験あり
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ご利用上の注意事項
科学技術振興機構(JST)社会技術研究開発センター（RISTEX）では、社会的問題の俯瞰調査などを実施しています。本資料は、
その成果の１つとして下記HPで公開されているものです。なお、本HPでは、RISTEXにおけるその他の成果・活動についても公
開を行っています。【RISTEX HP】 https://www.jst.go.jp/ristex/index.html

１. 著作権について

本資料におけるすべてのドキュメントおよび画像データなどに関する著作権は、特に明記されているもの以外はすべてJST
に帰属しており、著作権法およびその他各種条約や法令の保護対象となっています。教育、報道、研究など著作権法で認
められる範囲においては、下記お問い合わせ先より、JST RISTEXに通知の上、使用することができますが、この場合にも、使
用するドキュメントおよび画像データなどに以下のようなクレジットを入れていただくようお願いいたします。

【クレジット記入例】 「提供：科学技術振興機構(JST)」「Courtesy of JST」「Copyright © JST」など

ただし、以下については前述の利用範囲に含まれませんのでご注意ください。

・JST以外の出典元が明記されているドキュメントおよび画像データなどの著作権は出典元に帰属します。

なお、商業目的で使用される場合は事前承認が必要となりますので、下記お問い合わせ先よりご連絡ください。

2. バックデータについて

バックデータの提供を希望される場合は、下記お問い合わせ先にご相談ください。

3. 免責事項

本資料の掲載情報を利用されて受けた一切の損害について何ら責任を負うものではありません。本資料は、予告なしに内
容およびURLの変更、削除をする場合がありますが、あらかじめご了承ください。

4. その他（お問い合わせ先等）

 国立研究開発法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 企画運営室
Tel：03-5214-0132
お問い合わせフォーム（https://www.jst.go.jp/ristex/common/form.html）

 【RISTEX HP】 https://www.jst.go.jp/ristex/index.html
25

https://www.jst.go.jp/ristex/index.html
https://ristex.jst.go.jp/common/form.html
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